ネパール地震被災者救援義捐金始末報告

ネパール震災救援の義捐金をおよせ下さった皆さま
皆さまのご厚意を頂き、5月4日から5月20日の間に27人の方から総額273,571円が集まりました。

ご寄付を下さった方は以下の２７人の皆さんです（敬称略、順不同）。そのうちこの4月に私がご案内した石楠花ツアー一行7人（黄色ハイライト）以外の皆さんは田中信子さん等のメールに応えて下さった方々で、おもに小山台高校山岳班／ワンゲル班のOB／OG（KWC）ですが、ほかにKWCと一緒にネパールヒマラヤを訪れた方もあります。
赤松陽、江口燿彌、猪俣久子、井上洋子、ジオプラニング、上条佐知子、神田志子、勝田三郎、　　　　　勝田友子、河内智恵子、近藤百合子、熊谷芙美子、栗本弘子、松田収恵、中根鉄信、斉藤清一郎、　　　　佐藤和子、広重浩子、杉原修、杉山明、鈴木政行、田中信子、内田良剛、山下弘子、山下登、吉田勝、吉田彬

先に皆さまにお知らせしたように、上記の義捐金は等額づつ２分し、一部をトリブバン大学トリチャンドラキャンパス地質学教室主任に、他の一部は女性自立支援NGO (Mahirako Haat) 代表のMrs Bhagawati Nepalに送ります。それぞれ被災された関係の方々の救済資金として役立てて頂くことになりました。
義捐金の送金について、当初私は手元のネパールルピー小切手を活用し、航空便などで先方に届ける予定でしたが、郵便局や航空便の民間業者に問い合わせたところ、小切手を安全に届けるシステムは無いことがわかり、通常の銀行振り込みシステムを利用することにしました。

振り込み手数料等は一般人の震災義捐金ということで1件あたり3500円、2件で7000円でした。そこで、送金額273571円－7000円＝266571円、1件あたり266571／2＝133,286円をそれぞれ先方の指定銀行口座に振り込む手続きをインド銀行で行いました。1週間内ほどで先方に到着するであろうとのことで、先方に無事届いたとの情報が入り次第、またお知らせします。
以上で今回ご心配頂きましたネパール震災義捐金の手配はほぼ終了しました。皆さまにはなにかとお忙しく、また出費もあるところをわざわざご寄付の労をおとり下さり、誠にありがとうございました。

なお私は明日から、トリブバン大学トリチャンドラキャンパス地質学教室の被災学生を対象とする義捐金への協力を、これまで4回実施した「学生のヒマラヤ野外実習ツアー」に参加した学生らに呼び掛ける予定です。また、現地のトレッキング会社からは、立ち直りのためにはネパールに旅行者が来てくれることが重要との話を聞いており、来年以降もネパールヒマラヤの学生実習ツアーを実施する予定で準備を進めています。この実習ツアーは一般の方もご参加頂けますので、ご興味の方はお問い合わせ下さい。
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